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○日時 令和２年８月17日   午前11時25分開会 

○場所 議場 

○議件 

１．議案第１号 令和２年度網走市一般会計補正 

予算中、所管分 

───────────────────── 

○出席委員（７名） 

 委 員 長    永 本 浩 子 

 副 委 員 長    近 藤 憲 治 

 委 員    金 兵 智 則 

            工 藤 英 治 

            平 賀 貴 幸 

            古 田 純 也 

            村 椿 敏 章 

─────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 

○委員外議員（１名） 

 議 長    井 戸 達 也 

─────────────────────── 

○傍聴議員（５名）    

        石 垣 直 樹 

        小田部   照 

        川原田 英 世 

        澤 谷 淳 子 

        松 浦 敏 司 

 

○説明者 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 市民環境部長    酒 井 博 明 

 健康福祉部長    桶 屋 盛 樹 

市民活動推進課長    湯 浅   崇 

 子育て支援課長    高 畑 公 朋 

子育て支援課参事    小 沼 麻 紀 

 

 教  育  長    三 島 正 昭 

社会教育部長    吉 村   学 

 図 書 館 長    本 橋 洋 樹 

 

○事務局職員 

事 務 局 長    武 田 浩 一 

次 長    伊 倉 直 樹 

総務議事係長    神 谷 浩 一 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

 

午前11時25分開会 

○永本浩子委員長 ただいまから文教民生委員会を

開会いたします。 

初めに気温が上がってきておりますので、上着を

脱がれる方、脱いでいただいても構いませんので、

よろしくお願いいたします。 

本日の委員会ですが、付託されました議件１件を

審査いたします。 

それでは最初に、議案第１号令和２年度網走市一

般会計補正予算中、当委員会所管分のうち、市民集

会施設感染症対策事業の説明を求めます。 

○湯浅崇市民活動推進課長 議案資料10ページを御

覧ください。 

市民活動費、市民集会施設感染対策事業の補正に

ついて御説明いたします。 

初めに１の補正の理由及び内容ですが、国の新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用し、市民集会施設における感染症対策事業とし

て、和式トイレを洋式トイレに改修するため補正す

るものであります。 

内容につきましては、南コミュニティセンター５

カ所、潮見コミュニティセンター３カ所、西コミュ

ニティセンター３カ所、藻琴地区にある郊外集会施

設中央地区研修センター３カ所、計14カ所の和式ト

イレを洋式トイレに改修するものです。 

次に２の補正額ですが、（１）歳出予算につきま

しては、新たに大事業名に新型コロナウイルス感染

症対策事業、中事業に市民集会施設感染症対策事業

を追加し、700万円を補正するものです。 

（２）歳入予算につきましては、全額国庫補助金

として、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を活用して、追加補正するものでありま

す。 

説明は以上です。 

○永本浩子委員長 それでは質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○金兵智則委員 トイレを洋式化するということ
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で、感染症対策になるということの説明なのですけ

れども、これトイレを洋式化にしたほうが、感染症

対策が確実になるということ、そこを簡単に説明し

てもらえますか。 

○湯浅崇市民活動推進課長 新型コロナウイルスに

つきましては、感染者の排せつ物からも検出されて

おります。 

トイレの蓋をあけたまま水を流すことにより、ウ

イルスは人の高さまで舞い上がり、約90分間空気中

を滞留するとの報告もあります。 

使用後に蓋を閉めて水を流すことにより、ウイル

スの飛散防止を図ることができるため、蓋のついた

洋式トイレへの改修は新型コロナウイルス感染症対

応になり得るものと考えております。 

○金兵智則委員 蓋を閉めてちゃんと流してもらう

ようにしなければいけないと。その蓋つきにするた

めに、洋式化にするということなのだと思うのです

けれども、これ市民集会施設、先ほど全部で14カ所

ということだったのですけれども、この14カ所でこ

の市民集会施設は全て洋式化になるのですか。 

○湯浅崇市民活動推進課長 既に市内のコミュニテ

ィセンター、呼人コミセン、西網走コミセン、向陽

ヶ丘住民センター、駒場住民センターは、建設時よ

り既に全て洋式化されております。 

ほかの施設のトイレにつきましては、過去の改修

時において既に洋式化されており、洋式化されてい

ない和式トイレにつきましては、４施設14カ所とな

っております。 

○金兵智則委員 これで全部が洋式化になるという

ことで理解をさせていただきたいと思います。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

○平賀貴幸委員 私からも確認させていただきたい

と思いますが、これで市内の公共施設は全て洋式化

になったというふうに理解していいのでしょうか。 

今回の市民集会施設なのですけれども、ほかの施

設ではもうそういう課題はないというふうに思って

いていいのでしょうか。 

○湯浅崇市民活動推進課長 今回の改修につきまし

ては、市内の集会施設ということでコミュニティセ

ンター及び郊外集会施設の改修となります。 

なぜ、その集会施設を改修するのかといいます

と、コミセンや郊外集会施設につきましては高齢者

の利用が多く、しゃがんで用を足せない方も多いと

伺っております。 

過去に高齢者が、和式トイレを利用し便器にはま

り立ち上がれなくなったという事例も発生しており

ます。 

施設管理者からも利用者の利便性や衛生面、清掃

などを考慮して、早期に和式トイレを洋式トイレに

改修してほしいとの要望が上がっておりましたの

で、今回対応したいというふうに考えております。 

○平賀貴幸委員 考え方はすごくよく理解できまし

た。 

ここの予算ではないのですけれども、それ以外の

公共施設は今後何らかの形で検討するのですよね。 

学校とかも今の答弁だと、高齢者は余り使わない

ところですけれども、ただいろいろとその家族を含

めて考えなければいけない状況なので、どういう考

え方で市としてこの公共のトイレに臨んでいくの

か、ちょっと考え方あれば伺いたいのですけれど

も。 

○永本浩子委員長 暫時休憩いたします。 

午前11時31分休憩 

午前11時32分再開 

○永本浩子委員長 それでは再開いたします。 

平賀委員の質問に対する答弁から。 

○川田昌弘副市長 他の公共施設の洋式化のお話で

すけれども、例えばまだ義務教育施設等について

は、和式トイレが残っている状況にあります。 

それは洋式化に取り組む中で、昔建築した当初の

生徒数、児童数に応じたトイレの数がありますの

で、かなり設備的にはトイレの数というのは、課題

の部分があるというふうに認識しています。 

これまで教育委員会ともいろいろ協議しながら、

洋式化に必要な個数については、全ての学校で洋式

化に替えてきたという状況にあります。 

ただ、市役所の庁舎も含めて和式トイレというの

は、どうしても利用者の方で洋式トイレが苦手だと

いう方について、和式トイレを使えるような形で残

している部分もありますけれども、今後の流れとし

ては、恐らく洋式化に向かうというふうなことが考

え方として持っていますが、すぐに来年からとか、

今年度から徐々にやっていくというふうなことにつ

いては、まだここでお答えする段階にはないという

ふうに理解しています。 

○平賀貴幸委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それではお諮りいたします。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算
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中、所管分のうち、市民集会施設感染症対策事業に

ついては、全会一致により原案可決すべきものとし

て決定してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それではそのように決定されました。 

○永本浩子委員長 次に移ります。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、当委員会所管分のうち、子育て世帯支援金給付

事業について説明を求めます。 

○小沼麻紀子育て支援課参事 議案資料11ページを

御覧願います。 

令和２年度一般会計児童福祉費、子育て世帯支援

金給付事業の補正予算につきまして御説明いたしま

す。 

１の補正の理由及び内容でありますが、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受けた子育て世帯の支援

を目的として、児童手当受給者を対象に市独自の網

走市子育て世帯支援金を支給したところであります

が、このたび国の新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金を活用し、当該支援金の対象を高

校生以下の子供に拡大し、対象児童１人当たり１万

円を支給するため、これに係る経費を追加するもの

です。 

主な対象児童は、既に網走市子育て世帯支援金を

受給している子供を除く高校２年、３年生のほか、

児童手当の特例給付を受給している世帯の子供や４

月以降転入、出生した子供となります。 

２の補正額でありますが、事務費50万円、支援金

1,250万円の合計で1,300万円となり、財源は全額国

庫補助金となります。 

歳出予算における補正前の額、補正額、財源内

訳、補正後の額については、（１）歳出予算に記載

のとおりとなります。 

歳入予算における補正前の額、補正額、補正後の

額については、（２）歳入予算に記載のとおりとな

ります。 

以上で説明を終わります。 

○永本浩子委員長 それでは質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

よろしいですか。 

それではお諮りいたします。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、所管分のうち、子育て世帯支援金給付事業につ

いては、全会一致により原案可決すべきものとして

決定してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それではそのように決定されました。 

○永本浩子委員長 次に移ります。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、当委員会所管分のうち、子ども子育て施設感染

症対策事業について説明を求めます。 

○高畑公朋子育て支援課長 議案資料の12ページを

御覧ください。 

令和２年度一般会計児童福祉費補正予算、子ども

子育て施設感染症対策事業について御説明いたしま

す。 

補正の理由及び内容でございますが、国の新型コ

ロナウイルス感染症緊急包括支援交付金を活用し、

児童福祉施設等における感染症対策として、必要な

物品の購入や事業の継続を支援するため、次の経費

を追加補正するものでございます。 

事業内容につきましては、児童福祉施設等におけ

る感染症対策に係る職員の時間外手当などのかかり

増し経費や、消耗品、備品等の購入費用に対する支

援であり、直営事業分、委託事業分及び民間補助分

がございまして、直営事業分につきましては公立10

施設15事業、委託事業分につきましては僻地保育所

等６施設６事業、民間補助分につきましては法人立

の幼稚園等８施設16事業が該当となります。 

これらの児童福祉施設等が行う１事業に対し、50

万円を上限に支出または交付金を支給するものでご

ざいます。 

なお、一つの施設で複数の該当事業を実施してい

る場合は、１事業ごとに50万円が加算されていく仕

組みとなっておりますが、直営事業のうちこども発

達支援センターにつきましては、交付金のメニュー

が障がい福祉施設分となりますので、上限額の算定

方法が異なります。 

次に補正額でございますが、歳出予算についてで

すが、補正前の額、補正額、財源内訳、補正後の額

につきましては、（１）に記載のとおりでございま

して、補正額の財源は全額道補助金でございます。 

これはもともとの財源は、国の二次補正ではござ

いますが、北海道が実施主体となり間接補助を行う

ため、道補助金として計上するものでございます。 

歳入予算についてですが、（２）に記載のとお

り、道補助金の補正後の額が1,832万4,000円となる

ものでございます。 

説明は以上でございます。 
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○永本浩子委員長 それでは質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○金兵智則委員 感染症対策として、子ども子育て

施設にお金を出しますよということなのだと思いま

す。 

委託事業に対する委託料、それから法人立児童福

祉施設等への補助金につきましては、１事業ごとに

50万円ということなので、事業数に50万円かけた分

だけの予算計上なのだというふうに思います。 

これで感染症対策に、やって使ってくださいとい

うことになるのかなと思いますけれども、それもそ

の結果というか、どうぞというわけにもいかない

と。税金ですのでやっぱり何に使ったのか、どうい

うふうになったのかというのは、御報告を求めなけ

ればいけないと思うのですけれども、その辺につい

てどうなっているのかをお伺いしたいというふうに

思います。 

○高畑公朋子育て支援課長 基本的に購入する物品

等につきましては、感染症予防に対するものという

ことで、備品であれば空気清浄機ですとか、そうい

うものを考えておりまして、また消耗品については

マスクや消毒品に係る衛生用品というもので考えて

おります。 

委託事業や民間事業補助分についても、衛生用品

はそのままで問題ないと思うのですけれども、備品

については、購入前に一度相談をしていただきまし

て、それがこの事業と合致するのかどうかというの

を審査してから、購入していいよということを言お

うというふうに思っております。 

○金兵智則委員 打ち合わせをしながら進めていく

という形なのかなというふうに思います。 

感染症対策に係る消耗品、備品購入費というの

が、これ直営分じゃないのかなというふうに思うの

ですけれども、そういうことなのですかね。 

○高畑公朋子育て支援課長 直営分についてはその

とおりなのですけれども、委託事業分や民間補助分

につきましても、委託事業では委託事業を上乗せし

た中で、必要な衛生消耗品についてもその中で買っ

ていただこうということで考えております。 

○金兵智則委員 委託料とか法人立の補助金の中

で、各施設はやってもらうことではなくて、直営の

施設については、この消耗品費と備品購入費で対応

しますよということで、こういうふうに分かれてい

るのではなくて、消耗品費は全ての施設ということ

なのですか。 

民間も含めて消耗品費は、ここから使うというこ

となのですか。 

○高畑公朋子育て支援課長 今、委員がおっしゃっ

たとおり、この内訳の消耗品費、備品購入費は直営

事業分だけです。 

○金兵智則委員 そういうことでいいのですよね。 

消耗品ということは、マスクとかアルコールとか

を買うのだと思うのですけれども、違うところでも

在庫分というか、買っていますよね。 

それとはまた別に子育て支援については、この消

耗品費でやっていくということですか。 

○高畑公朋子育て支援課長 他の財源で買っている

部分も含めて、この部分も上乗せをして、当初から

している在庫も含めてこの中でやっていくと。全部

を含めた形でやっていこうというふうに思っており

ます。 

○金兵智則委員 わかりました。 

そういうことで対応していくということで、理解

させていただきたいと思います。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それではお諮りいたします。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、所管分のうち、子ども子育て施設感染症対策事

業については、全会一致により原案可決すべきもの

として決定してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それではそのように決定されました。 

○永本浩子委員長 次に移ります。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、当委員会所管分のうち、電子図書館整備事業に

ついて説明を求めます。 

○本橋洋樹図書館長 議案資料13ページを御覧くだ

さい。 

令和２年度一般会計社会教育施設費補正予算、電

子図書館整備事業について御説明申し上げます。 

補正の理由及び内容でございますが、新型コロナ

ウイルス感染症の影響により来館者の減少などが見

られる状況の中、多くの市民が読書に親しむことの

できる環境づくりを進めていくため、インターネッ

トを利用した電子図書館を整備するもので、図書館

利用登録者が電子図書専用ＩＤとパスワードを取得

することにより、インターネット環境において24時

間、いつでもどこでもスマートフォンやタブレッ

ト、パソコンなどで電子書籍を借りることが可能と



- 5 -  

なるものでございます。 

経費の内訳についてですが、周知ＰＲのチラシに

要する費用として需用費30万円、役務費10万円、シ

ステム導入委託料として77万円、システム使用料と

して33万円、電子図書購入費としていたしまして、

およそ3,000冊程度の導入を予定し750万円とし、事

業費の合計として900万円を追加補正するものでご

ざいます。 

なお、財源につきましては、全額を国の新型コロ

ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金としてお

り、補正額の歳入、歳出の内容につきましては記載

のとおりでございます。 

説明は以上でございます。 

○永本浩子委員長 それでは質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○村椿敏章委員 購入する図書の数が3,000冊とい

うことなのですが、その選定はどのようにするの

か、また選定して購入する期間というのはどれくら

いの期間で揃えていくのか。 

あと、選定する3,000冊、誰が読むのか、お年寄

りを対象に考えて選定するのか、子供たちを対象に

するのか、その辺について伺います。 

○本橋洋樹図書館長 まず3,000冊の導入根拠なの

ですけれども、道内で電子図書館を開設している市

の初期導入時の冊数をまず参考として3,000冊とし

ております。 

選書のほうなのですけれども、特色のある選書を

目指しておりまして、高齢者や障がい者に優しい文

字の拡大、音声つき機能などの電子図書の充実、ま

た子育て世代の読書支援としまして、図書館に来館

していただかなくても自宅にいながら子供と一緒に

絵本を楽しむことや、外国語の絵本の整備などによ

り、子供が外国語や外国の文化に親しむことのでき

る書籍の充実、また小学生から大学生に向けまして

は児童書や昔の名作、ノベライズ小説などの電子書

籍の導入を検討しており、読書の楽しさを体験し、

図書館を身近に感じられる機会などと考えておりま

す。 

また、手軽にできる英語学習や学習教材、青少年

向けの図書に触れる動機づけにもつながると期待を

しております。 

ふだん図書館にあまり来館しない方が、気軽に読

書機会として電子図書を通じて読書のすばらしさを

感じていただきたいと思っております。 

一応、このような特色のある電子書籍の選書を行

う予定でおりまして、利用者の新たな読書支援とし

て、図書館や本に親しむ機会を拡大するサービスの

位置づけとして、図書館のほうでは考えているとこ

ろでございます。 

運用開始につきましては、年末年始に向けて考え

ております。 

○村椿敏章委員 それでは大体図書の選定は、図書

館のほうで進めていくという考えだと受け取ったの

ですけれども、市民からのリクエストとか、その辺

は考えていらっしゃいますか。 

○本橋洋樹図書館長 基本的に今回導入に当たりま

しては、図書館のほうで選書のほうを行うつもりで

おります。 

あと今後なのですけれども、導入後にニーズなど

を考えまして、幅広い選書が必要であれば検討をし

ていきたいと考えております。 

○村椿敏章委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 ほかに。 

○金兵智則委員 事業の概要についてはわかったの

ですけれども、図書館の登録者がＩＤパスワードを

もらえれば、電子書籍も使えるようになると。 

ということは、登録をするには１回必ず図書館に

行かなければいけないということなのですよね、登

録をしていない人が始めるには。 

○本橋洋樹図書館長 利用対象者は、図書館利用登

録のある方を対象としております。 

登録している方については、図書館窓口もしくは

メールなどによりＩＤ、パスワードを交付する形を

検討しております。 

登録利用がない方は、大変申し訳ないのですが、

一度だけ図書館へ来館していただき窓口にて免許

証、学生証、保険証などの本人や住所を確認できる

もの持参の上、図書利用カードと同時に併せてＩＤ

とパスワードを発行する形を考えております。 

〇金兵智則委員 チラシを配布するのですけれど

も、その辺のこともきちんと明記されるということ

でいいのでしょうか。 

○本橋洋樹図書館長 チラシの中にも、そのような

表示を明記していきたいと考えております。 

〇金兵智則委員 わかりやすくやっていただきたい

なというふうに思いますけれども、これ例えば各小

学校や中学校とかで、今後ＧＩＧＡスクールという

のが始まってくると思うのですけれども、その中で

図書館にある本も利用できるような形ということは

考えていたりするのですか。 
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○本橋洋樹図書館長 学校との連携になりますけれ

ども、ちょっとＧＩＧＡスクールが今後どのように

活用されるのか、我々もちょっとわからないところ

がありますけれども、一応学校を通して、校長会な

どを通じて、電子書籍を導入する旨は伝えていきま

すので、学校でそういうふうな采配をしていただけ

ればと考えております。 

○金兵智則委員 今後の構成としては、小学校とか

各学校と連携をしていければいいと思いますし、こ

の電子書籍についても拡大をしていく方向というこ

とでいいですか。 

○本橋洋樹図書館長 委員のおっしゃるとおり、そ

のように拡大を考えております。 

○金兵智則委員 最後にもう１個だけ、この電子書

籍を拡大していくに当たって、今ある図書のほうと

いうのはどのような方向性になっていくのでしょう

か。 

○本橋洋樹図書館長 既存の紙媒体である図書館

と、今回の電子媒体の電子図書館へという考えなの

ですけれども、移行するという形ではございませ

ん。 

図書館はあくまで読書のスタイルの多様化によ

り、手軽に読書ができる一つのツールとして位置づ

けております。 

電子図書館を整備することにより、これまで図書

館の利用のない方が、また図書館を身近に感じてい

ただき、読書活動や図書館利用促進の拡大につなが

ることを考えております。 

今後も、既存の紙媒体の図書館と電子媒体の電子

書籍の双方とも充実に努めていきたいと考えており

ます。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございますか。 

○古田純也委員 このシステムの利用料に関してな

のですけれども、これは毎月かかるものなのです

か、それとも毎年かかるものなのでしょうか。 

○本橋洋樹図書館長 システム利用料は、毎月かか

るものでございます。 

予算につけているシステム利用料の33万円につき

ましては、毎月５万円かかるものとしております。 

失礼しました。毎月５万円、６カ月分としており

ます。 

○古田純也委員 毎月５万円がかかるということ

で、よろしかったですか。 

○本橋洋樹図書館長 システム使用料につきまして

は、ちょっと言い方が悪くて申し訳ございません。 

月５万円で、一応予算上では６カ月、翌年に関し

ても毎月５万円かける12か月ということでございま

す。 

消費税部分が、ここに書かれております。 

○古田純也委員 理解しました。 

○永本浩子委員長 ほかに。 

○平賀貴幸委員 過去に質問したことがあって、そ

のときは、電子書籍はまだということだったのです

けれども、今回コロナでこういうことになるという

ので、いろいろ複雑な思いはあるのですけれども、

それはさておき、いいことだと思うので進めていっ

たらいいと思うのですけれども、１点だけなのです

が、従来図書館に物理的に来られない方々がやっぱ

りいらっしゃる中で、こういったものがあったほう

がいいのではないかということが、論点としてあっ

たのだと思います。 

今の答弁ですと、必ず来なければいけないという

ことですけれども、寝たきりの方だとか、いろいろ

な事情があって来られない方もいると思うのですよ

ね。 

今回、音声に対応したというのは、実はとても大

きくて、寝たきりであっても音声で耳から聞くこと

ができるというシステムなものですから、必ず来な

ければいけないというのは、ちょっとなかなかそこ

は残念なことになるのですけれども、例えば代理で

の手続きを認めるとか、郵送での手続を認めると

か、何らかのその柔軟的な対応は、今回特にこのコ

ロナですし、あったほうがいいのかなと思うのです

けれども、その辺はどうですか。 

○本橋洋樹図書館長 今回、郵送でという話がござ

いましたが、今後の手続についてですけれども、可

能な限り利用者の簡易的な手続については、図書館

でもちょっと利用ニーズに応じて検討していきたい

と思っております。 

○平賀貴幸委員 代理の申請を含めてですね、やっ

ていただきたいと思いますし、これができることで

本の読み聞かせの幅も広がりますので、子供たちに

とってもですね、読み聞かせを音声でしてもらえる

ことに使えます。 

いろんな幅が広がるものですから、できるだけ簡

易に図書館が利用できるような形を可能な限り進め

ていただきたいと思います。 

以上です。 

○永本浩子委員長 ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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それではお諮りいたします。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、所管分のうち、電子図書館整備事業については

全会一致により原案可決すべきものとして決定して

よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それではそのように決定されました。 

○永本浩子委員長 次に移ります。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、当委員会所管分のうち、図書館感染症対策事業

について説明を求めます。 

○本橋洋樹図書館長 議案資料の14ページを御覧く

ださい。 

令和２年度一般会計社会教育施設費補正予算、図

書館感染症対策事業について御説明申し上げます。 

補正の理由及び内容でございますが、新型コロナ

ウイルス感染拡大の長期化により、利用者の感染症

への予防衛生意識が高まっていることから、安心し

て図書館を利用していただける環境整備を整えるた

め、図書館内に紫外線や送風機能により図書殺菌、

消毒が可能な図書除菌機を２台設置するものとして

220万円を追加補正するものでございます。 

なお、この財源につきましては、全額を国の新型

コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金とし

ており、補正額の歳入、歳出の内容につきましては

記載のとおりでございます。 

説明は以上でございます。 

○永本浩子委員長 それでは質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○平賀貴幸委員 １点だけです、運用方法だけを確

認させてください。これは本を借りる段階で、借り

る人自身が必要だと思えばやることが多分望ましい

のだと思うのですよね。 

全冊をやるとなると、働く人たちの負担はものす

ごいので、実際いろいろ知見を探っていくとそのほ

うがいいし、圧倒的にそういう対応をしているとこ

ろが多いと思っているのですけれども、それで間違

いないですか。 

○本橋洋樹図書館長 図書館利用者の除菌、衛生意

識が高まっている中、図書館資料は多くの人の手に

触れられているものでございます。 

そこで館内の利用者が自由に使うことで、除菌機

を設置することで、閲覧時や貸出しの際に御利用い

ただき、少しでも安心して本を読んでもらえればと

思っております。 

自由に御自分でやっていただくように設置を考え

ております。 

○平賀貴幸委員 わかりました。 

○永本浩子委員長 よろしいでしょうか。 

ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それではお諮りいたします。 

議案第１号令和２年度網走市一般会計補正予算

中、所管分のうち、図書館感染症対策事業について

は、全会一致により原案可決すべきものとして決定

してよろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

それではそのように決定されました。 

全体を通じて各委員、理事者より何かございませ

んか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

それでは、以上で文教民生委員会を閉会いたしま

す。 

お疲れ様でございました。 

             午前11時59分閉会 


